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トップアスリートと企業をつなぐ
～アスリートが企業の活力向上に～
いよいよロンドン五輪が7月に開幕する。トップアスリートたち
は、この日のために過酷なトレーニングに耐えてきた。しかし、その
トレーニング環境が十分に整っているのは一部の選手でしかな
い。多くは不安定な経済環境の中でトレーニングを行っているの
が現状だ。企業にとって、そんなトップアスリートを支援する方法
の一つが“雇用”である。今号では、2月に開催されたトップアス
リート就職支援「アスナビ」の説明会を中心に、トップアスリートの
コーチへのインタビューや企業で活躍するトップアスリートの事
例、さらには2020年の五輪招致に向けた座談会を掲載する。企業に
とって、トップアスリートを雇用するメリットはどこにあるのか、
トップアスリートは、ビジネスパーソンとしても企業の戦力にな
り得るのか。トップアスリートの資質に迫った。
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品格と国際感覚を備えた
現代のトップアスリート

一昔前は「五輪に出るようなやつは
生意気で一癖ある」などといわれてい
ましたが、今は、それでは世界レベル
では戦えません。世界で戦うには、技
術や強靱な精神力も不可欠な要素です
が、同時に人間性や国際的な感覚も身
に付けなくては淘汰されてしまいます。

アスリートは、一般の若い人に比べ
て、大人と接する場面が増えています。
スポーツ科学の発達に伴い、トレーニ
ングはもちろん、メンタル面や栄養面
なども含め、あらゆる専門家と連携し
て、選手たちは心身を鍛え上げていく
のです。

さらに、日本代表として参加する国
際大会では、大会関係者や他国の選手
と接することもあります。日本代表と
もなると、単に競技力だけではなく、
アスリートとしての品格が問われるよ
うになったのです。

北島康介が高校生のころ、大人と接
する機会を少しでも多く持ってもらう
ため、積極的に取材対応をさせまし
た。こうした経験の中で、「公人」とし
ての礼儀やマナーを学ばせたかったの
です。

国際大会への進出機会が増えること

でアスリートの国際感覚も向上してい
ます。語学はもちろんですが、それ以
上に大切なものは、グローバルなルー
ルやマナー、そして多様性を受け入れ
る感覚ともいうべき意識です。

北京五輪で北島が金を取った瞬間、
遠くのコースにいたブレンダン・ハンセ
ン選手（米国）が握手をしに来てくれた
のが印象的でした。国際舞台を多く経
験した選手ほど、互いを受け入れリス
ペクトするという意識が育っています。
また、海外の選手はスポーツマンシッ
プを非常に重視するので、その姿勢か
ら学ぶところも多いのです。

トレーニングの経験は
仕事の PDCA につながる

ビジネスの場には「PDCAサイクル」
がありますが、アスリートの練習もま
さにこれの繰り返しです。それも科学
の視点からかなり細かくチェックし、
修正し、トレーニングの計画を練って
いきます。これを繰り返すことで、最
高のパフォーマンスが生まれるのです。
この資質は、ビジネスの現場でも十分
に活かすことができるでしょう。

そして、彼らは行動力にも長けてい
ます。東日本大震災のときも、いち早
くアスリート仲間が連携し合い募金活

動を始めました。また、五輪出場歴の
あるアスリートたちが、仕事の場でイ
ノベーターの役割を果たして活躍して
いる例もあります。人間性にも優れて
いますので、人望も集まるのでしょう。

さらに言えば、チームワークや協調
性を非常に大切にしています。水泳で
も、競技は個人種目ですが、チーム・
ジャパンとして国際大会に臨みますの
で、結束力は非常に高い。リレーで選
手たちが個人種目以上に盛り上がるの
もうなずけます。

彼らは仕事の機会さえ与えられれば、
その資質を仕事に応用していくことが
できる、そう確信しています。企業が
トップアスリートを雇用した際には、
遠慮せずにどんどん仕事を与えてやっ
てほしいと思います。

企業の社員の方にとっても、こういっ
た資質を持つトップアスリートと一緒
に働くことは、貴重な経験になると思
います。社内イベントでアスリートを
活用したり、大会で応援したりするこ
とで、社員の一体感の醸成にも役立つ
でしょう。アスリートもまた、社員と
いうたくさんの仲間の応援により、感
謝の気持ちとそれに応えなければとい
う責任感を強く持ち、より力を発揮す
ることがあります。お互いの相乗効果
は計り知れないものがあると思います。

Ⅰ コーチ・インタビュー （2月9日取材）

トップアスリートは
ビジネスパーソンとしても
高い資質を兼ね備えています
世界を相手に、心身の極限に挑むトップアスリートたち。コンマ1秒のタイム
を求めて過酷なトレーニングを強いられる彼らの資質とは何か、またそれは、
ビジネスの世界でも活かせるものなのだろうか。北島康介選手など世界レ
ベルの競泳選手を数多く育て上げた平井伯昌コーチが語った。

平井 伯昌 氏
ロンドン五輪 競泳日本代表ヘッドコーチ
1963年東京生まれ。86年早稲田大学社会科
学部卒業、東京スイミングセンター入社。96
年より北島康介選手、中村礼子選手らを育
て上げる。現在、東京スイミングセンター
ヘッドコーチ。2012年ロンドン五輪競泳日
本代表のヘッドコーチに就任。
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アスリートの環境の向上と
企業の活性化に期待

開会に先立ち、挨拶に立った福井烈
JOCゴールドプラン委員会委員長は、

「世界を目指すトップアスリートが将
来に不安を感じることなく競技生活に
集中できるよう環境を整えたい、と企
業に支援をお願いしている。2010年に
経済同友会の支援で開催した会合を皮
切りに、現在では、この説明会を全国
で展開している。ご理解に深く感謝し
たい。アスリートの活躍は日本国民に
大きな夢と感動を与え、特に若者に大
きな影響力がある。トップアスリート

は日本が誇る宝だと思っている。一人
でも多くのトップアスリートに企業と
の縁が生まれることを切に願ってい
る」と語った。

また前原金一副代表幹事・専務理事
は、「説明会によって、すでに6名のア
スリートが就職を果たしたが、依然と
してスポーツ選手を取り巻く雇用と練
習の環境は大変厳しい。中には期待さ
れながらも競技をあきらめざるを得な
い選手もいると聞く。この会合によっ
て一人でも多くのアスリートの生活と
練習環境が向上するよう、また企業側
の活性化につながるよう、大いに期待
している」と述べた。

【基調講話：瀬古 利彦 氏】

大学駅伝が終わってすぐ、私はエス
ビー食品への就職が決まった。だが、
入社したころは、よく会社名を間違え
てアナウンスされ、それが悔しくて、
絶対に自分が会社を有名にするのだと
誓った。それから3 年間頑張り、皆に

知られるようになったのが非常にうれ
しかった。また、さまざまな場所で社
員の方々が一体となって応援してくれ
た。スポーツにはこうした大きな力が
あるのだと実感した。

経済情勢は依然として厳しいが、世
界を目指すアスリートたちを皆で支え
る世の中であってほしい。アスリート
もこうした厳しい環境の中で頂いた支
援に対して、感謝の気持ちで誠心誠意
の気持ちを持って仕事に励み、全身全
霊で仕事と競技の両立を図り期待に応
えてくれると確信している。皆さんの
支援でやる気のある若者の夢をぜひか
なえてあげてほしい。

「アスナビ」は、「ワンカンパニー・ワ
ンアスリート」をコンセプトに、トッ
プアスリートの就職支援を行っている。

さまざまな方々の力添えにより、こ
れまでに6名のアスリートの就職が実
現したことは、大変うれしく心より感
謝申し上げる。この6名のアスリート
たちは、今、充実した環境で夢に向

かって練習や仕事に励んでいる。今日
出席している選手、それぞれの思いに
も耳を傾けてほしい。

震災では、アスリートたちが募金活
動やチャリティーイベントを企画する
など、さまざまな活動を自ら実施して
いる。世界を目指した競技生活を送り
ながらも、このような行動力や社会に

貢献したいという強い思いがある。ぜ
ひこうした資質を見極めていただき、
その力を企業に役立ててほしい。

Ⅱ トップアスリートの支援・雇用に向けた説明会 （2月22日開催）—①挨拶・基調講話・概要説明

企業とトップアスリートの有益なマッチングを！  

■「アスナビ」概要説明

ワンカンパニー・ワンアスリート
 
荒木田 裕子 氏
JOC理事
JOCゴールドプラン委員会副委員長

経済同友会会員に向け、日本オリンピック委員会
（JOC）によるトップアスリート支援「アスナビ」説明会が
開催された。トップアスリートにとっては、企業に直接ア
ピールできる場でもある。挨拶の後、瀬古利彦氏による
基調講話、荒木田裕子氏による概要説明が行われた。

瀬古 利彦 氏
JOCゴールドプラン委員会委員

福井 烈 氏
JOC理事
JOCゴールドプラン委員会委員長
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第一三共

企業スピリットに一致した
人材を採用

当社では、「先進の志」「誠実さ」「情
熱」からなる三つのスピリットを全社
員の価値観として共有しているが、こ
れがアスリートの採用につながった。

当社は2007年4月、旧第一製薬と旧
三共が経営統合した。その直後から企
業としての一体感と企業風土の醸成、
グローバル化の推進、それらを促進す
るための多方面での方策を模索し、社
員がお互いに成長を促し意識の高揚に
つながる仕組みや機会を検討していた。
併せて生命関連企業としての責務を果
たすとともに、社会と調和し社会に貢
献する活動の具現化を推進してきた。

こうした中で、経済同友会の会員で
ある現相談役がアスナビ説明会で競泳
の古賀淳也選手と出会い、紹介があっ
た。チャレンジ精神や情熱が当社の企

業理念やスピリットと一致するとの考
えから、非常に有意義だと判断、2011
年1月、採用を決定した。ただ各関係
部門への採用の趣旨やコンセプトの説
明には十分配慮した。

社員の一人として
彼の専門性を活かす

雇用形態は契約社員だが、貴重な人
材ということで特別な契約や腰掛け的
な契約ではなく、社員として接してい
く内容で契約した。所属は人事部で、
役割は社員の意識高揚や第一三共グルー
プの一体感の醸成である。現在は競技
に集中的に取り組み、アスリートとし
て活躍することを優先、具体的にはロ
ンドン五輪出場に向け全力を傾けても
らっている。社内では短水路選手権の
優勝パーティーを開いたり、各研究所
を訪問し懇親会に参加してもらったり
した。また社内報では定期的に活動を
紹介している。社内ポータルサイトに

はブログを設けて彼に発信してもら
い、社員とのコミュニケーションに活
用している。

こうしたことから各方面で反響が
あった。まず社員有志が彼の出場する大
会で積極的に応援している。また社内で
の講演や懇親会などに呼ばれることが多
くなった。海外グループ会社でも話題に
上っている。社内ポータルには社員から
応援メッセージが届く。営業の得意先で
話題が共有でき、学生向けの会社説明会
や面接では、「古賀選手に会えるか」と
いった質問も受けるようになった。

ただ、古賀は当社のマスコットや広
告塔ではなく、社員の一人として彼の
専門性を活かし、会社に有形無形の貢
献をしてもらおうと考えている。アス
リートを社内でどういう位置付けにす
るのか、その徹底が大事だ。

将来的には社員としての仕事を検討
する。新人や若手社員の研修で彼の経験
を紹介してもらえば非常に良い研修にな
り、活躍の幅も広がると考えている。

Ⅱ 説明会 ②採用企業パネル・ディスカッション

企業におけるトップアスリート採用の目的とその効果

トップアスリートの採用は、企業にどのような効果をも
たらすのか、また課題は何か。前回のアスナビ説明会
でトップアスリートを採用した第一三共とキッコーマン
の人事担当者が、採用の経緯やその後の活用の方
法、メリットについて語った。

 
野々瀬 恭平 氏
第一三共 常務執行役員人事部長

古賀淳也／競泳（背泳ぎ）
1987年埼玉県生まれ。早稲田大学スポーツ科学部卒。2006年ドーハ・アジア競技大会50m背泳ぎ
優勝、2009年日本選手権50m・100m背泳ぎ共に優勝、同年世界選手権50m背泳ぎ2位・100m背
泳ぎ大会新記録で優勝（共に当時日本新記録）。2011年競泳国際大会代表選考会50m背泳ぎ優勝。

職場訪問会の様子
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キッコーマン

競技生活が終わっても
当社で勤務するのが条件

2011年4月にアスリート2名を採用
した。一人は競泳の上田春佳選手。自
由形の第一人者で日本記録を連発して
いる日本では指折りの競技者だ。今は
4月のロンドン五輪最終選考に向けて練
習に励んでいる。

もう一人はカヌーの竹下百合子選手。
ロンドン五輪最終選考では日本選手中
2位で、残念ながら出場は逃した。

初めて二人に会ったとき、共に人柄、
競技に向かう姿勢に好感を持った。正
社員と同じような働き方はできないと
いうことで、本人たちとも話し合った
上で嘱託社員とした。ただ入社時点か
ら正社員と同様に扱っている。将来競
技生活を引退しても、当社で勤務して

もらうということも採用のポイントだっ
た。配属先は持株会社の人事部で、実
際の職場は広報部。そこでホームペー
ジやグループ報の制作を担当している。

彼女らを採用するきっかけは、経営
トップがアスナビ説明会で趣旨に賛同
したこと。良い人材がいれば複数名、
いなければ採用なし、という方針で臨
み、エントリーシートの中から二人を
ピックアップした。一名に絞り込むこ
とも考えたが、二人とも私どもの社員
としてふさわしいので悩んでいたとこ

ろ、二人とも採用するようトップが判
断した。トップが前向きに取り組むこ
とが、アスナビにとって大きなポイン
トだ。今日出席の採用担当の方もトップ
に熱い思いを伝えていただきたい。

社内に明るい風を
吹き込んでいる

初めてのことなので、処遇や働き方、
応援態勢などの設計では難しい面もあっ
た。基本的には競技生活が中心で、可
能な範囲で出社してもらっている。彼
女らには競技の成果を出すことと、社
会人として仕事を通じて成長すること
の二つをミッションとしている。

昨年夏には上海で競泳の世界選手権
が開催された。社員でツアーを組み上
田選手の応援に行ったところ、「世界
に立ち向かう姿に熱くなった」「皆で応
援していきたい」という声が上がった。

関西地区の事業所では竹下選手を囲
む会を開催した。そこでも社員は竹下
選手が身近な存在になったと話してお
り、連帯感、一体感を醸成するために
アスリートは貴重な存在だと感じた。
富山や浜松で競技大会が開催されたと
きには、各支店のメンバーが応援に駆
け付けている。

その他、当社の飲料のポスターに登
場したり、ブログを書いてもらったりし
ている。二人が社内に明るい風を吹き
込んでいることは間違いなく、社員ら
の反応も良い。二人に会いたいという声
があちらこちらからあるが、なかなか
時間が取れない。今秋以降、積極的に
社員との交流の場をつくりたい。二人
の選手に対する社内の関心は高く、連
帯感が醸成されつつあると感じている。

今後は全国の拠点と一体となって、
どう応援態勢を組んで盛り上げていく
かが課題である。

Ⅱ 説明会 ②採用企業パネル・ディスカッション

企業におけるトップアスリート採用の目的とその効果

 
松崎 毅 氏
キッコーマン 人事部長

竹下百合子／カヌー
1988年東京都生まれ。早稲田大学スポーツ科学部卒。2008年北京五輪4位（日本歴代最高位）。
2010年NHK杯カヌースラローム競技大会優勝、カヌースラロームジャパンカップ優勝。2011年
NHK杯カヌースラローム競技大会3位。

上田春佳／競泳（自由形）
1988年東京都生まれ。日本大学経済学部卒。2008年北京五輪200m自由形予選で日本記録樹立、
400mメドレーリレー6位。2010年広州アジア大会100m自由形3位、200m4位。2011年競泳国
際大会代表選手選考会100m・200m自由形共に優勝。9種目で日本記録を保持。

NHK杯全日本カヌースラローム競技大会での応援

競泳国際大会代表選考会での応援
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3年前まで実業団でインドアのバ
レーボールを6年間プレーしていまし
た。そのときは、パナソニックの社員
として人事部に配属され、新人教育や
職場環境の改善などの業務に携わりま
した。ビーチバレーに転向してから
は、アルバイトで生計を立てています。
また、バレーボールの普及のため、子

どもや大人のバレーボール教室、イベ
ント開催などの活動もしています。

今は、ロンドンを目指して日々トレー
ニングに励んでいますが、これまでの
経験を活かして、社会に貢献したいと
思っています。そのためにも、就職し
てしっかり仕事をしながら、選手と社
会人の両立を図りたいと思います。

現在は日本体育大学の助教として、
学生に講義をするなどして競技を続け
ていますが、この3月で契約が切れて
しまいます。トランポリン競技は、ワー
ルドツアーに参加すると、年間で延べ
1カ月間は海外にいます。それ以外に
国内の大会やナショナル・チームの合
宿があり、仕事を探すのは難しい現状

です。このような場を設けていただい
たことをとても感謝しています。

ロンドンへは最終選考で選ばれるよ
う頑張っていますが、それ以外の目標
として、難易度のカテゴリーで世界新
記録を目指しています。手応えは感じ
ていますので、今年のワールドツアーで
ぜひ樹立したいと思います。

私は今、早稲田大学スポーツ科学部
の3年生で、スポーツと勉学に励んで
います。周りの友達はすでに就職活動
を始めていますが、私は練習や大会で
なかなか時間が取れません。そこで、
このアスナビにエントリーすることに
しました。就職できたら自分のできる
限りのことを精いっぱいさせていただ
きたいと思っています。

競技は個人種目の他にリレーもあり、
チームワークを大切にしています。社
会人になっても、チームワークや人と
のつながりを大切にしていきたいと思
います。バンクーバー五輪に出場しま
したが、納得のいく滑りはできません
でした。2年後のソチではぜひリベン
ジしたいと思っています。

Ⅱ 説明会 ③トップアスリート・プレゼンテーション 

企業のサポートを望むトップアスリートの思い

アスナビ説明会の最後に、ロンドンおよびソチ五
輪を目指すトップアスリート7名（内ビデオ2名）が
登壇した。彼らは皆、競技生活を続けるには厳し
い環境に置かれている。その現状とロンドン、ソチ
への意気込み、また就職への思いを語った。

経験を活かし社会に貢献したい

ロンドンと、世界新記録を目指して

２年後のソチで喜びを分かち合いたい

今井 啓介 氏●ビーチバレー
32歳、中央大学法学部卒業。2008年イン
ドア大会で優勝。09年よりビーチバレーに
転向。11年ロンドン五輪アジア大陸2次予
選通過。

坂本 鷹志 氏●体操・トランポリン
27 歳、日本体育大学卒業。2011 年ワー
ルドカップ日本大会個人 7 位、シンクロナ
イズド 2 位。世界選手権イギリス大会、団
体 1 位、シンクロナイズド 2 位。

桜井 美馬 氏●
スケート・ショートトラック
22歳、早稲田大学2013年卒業見込
み。バンクーバー五輪500m、1000m、
1500m、3000mリレー出場。2010年
ワールドカップ長春大会1500m3位。
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アテネ五輪には、自衛隊員として出
場しましたが、3年前に12年間在籍し
た自衛隊を辞め、今は貯金を切り崩し
たり、アルバイトをしたりしながら、
競技を続けています。

2010年の世界大会では4位でしたが、
ロンドンではメダルを取ることが目標
です。今回のアスナビは競技人生をか
けたラスト・チャンスだと思っていま

すが、このような身で簡単に就職でき
るとは思っていません。今日はお忙し
い中会場に足を運び、アスリートの現
状に耳を傾けてくださった皆さまのお
気持ちに心から感謝申し上げます。こ
の中の一人でもチャンスを頂けたら、
とてもうれしく励みになります。

これからもスポーツを通じて、日本
に元気を届けられるように頑張ります。

トライアスロンの実業団は現在2社
しかありません。私も2004年から4年
間は実業団に所属していました。現在、
日本トライアスロン連合が指定する強
化選手は男女合わせて37名ほどいま
すが、ほとんどの選手が、海外遠征や
合宿の合間にアルバイトをしながら競
技を続けているのが現状です。これで

は、競技としてのトライアスロン自体
が衰退してしまいます。

トライアスロンは、自然と向き合い、
自分と向き合うスポーツで、心をどう
強化していくかが問われます。今後は
ロンドン出場を目指すとともに、競技
を通じて得た貴重な経験を社会に還元
できるよう、日々頑張りたいと思います。

小学校1年生のとき、自
宅の近くで長野五輪が開催
されました。以来、五輪を
夢見て頑張ってきました。
競技者として戦うために
は、さまざまな経験が必要
だと思っています。社会人
として、仕事の経験を積み
ながら、ソチを目指したい
と思います。

高校卒業後、単身でカヌー
の本場スロバキアに留学し
ました。日本ではカヌーは
まだまだマイナー競技なた
め、トップ選手でも競技生
活は苦しいのが現状です。
ロンドンでは、ぜひメダルを
取って次世代の選手のために
もカヌー競技をアピールし、
少しでもこの競技に恩返し
をしたいと思っています。

競技人生をかけたラスト・チャンス

心を強化してロンドンを目指す

競技者としては仕事の経験も必要 メダルを取ってカヌーを盛り上げたい

小西 ゆかり 氏●
ライフル射撃・ピストル
33歳、北海道八雲高等学校卒業。2010年
全日本ライフル射撃選手権大会25mピス
トル射撃女子優勝。
 ※ロンドン五輪出場内定。

杉本 宏樹 氏●トライアスロン
30歳、流通科学大学卒業。2011年蒲郡
ITUアジアカップ5位、ASTCアジア選手権
チャイニーズタイペイ6位、世界選手権横
浜大会12位。

柏原 理子 氏●
スキー・クロスカントリー
21歳、2013年早稲田大学卒
業見込み。バンクーバー五輪4
×5kmリレー8位。

羽根田 卓也  氏●
カヌー・スラローム
24歳、スロバキアコメニウス体
育大学在学中。2011年世界
選手権10位。
 ※ロンドン五輪出場内定。

■ビデオ・プレゼン

●トップアスリート支援についてのお問い合わせ先
JOC キャリアアカデミー E-mail career@joc.or.jp TEL 03−5963−0355

※受付時間は月曜〜金曜の午前 10 時から午後 6 時まで

Ⅱ 説明会 ③トップアスリート・プレゼンテーション 

企業のサポートを望むトップアスリートの思い
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スポーツは自然と同じ
｢公共の財産」である

大阪ガスでは、スポーツで得られる
集中力や、困難に直面してもくじけず
に頑張って目標を達成する力などが、
そのまま事業活動に活かせることか
ら、陸上部や野球部をシンボル・ス

ポーツとして力を入れてきました。社
員に対しても健全な体でこそ良い仕事
ができると、スポーツを奨励していま
す。しかし、バブル崩壊以降、事業環
境も厳しくなり、企業のスポーツクラ
ブが廃止に追い込まれるような中、当
社でも、企業スポーツに対する活動が
圧縮される方向にありました。

確かにこうした活動には費用も掛か
りますが、「広告費」や「社員の求心力
を高めるもの」というだけでは説明が
つかない何かがあると思うのです。

私は今、野球部の部長をしています。
選手たちを見ていると、それぞれにス
ポーツで培った高い能力や精神力があ
ります。入社当初は教育が必要ですが、
選手育成と社会人としての人間育成と

いうのは、決して矛盾するものでない、
ということもよく分かりました。彼ら
はまさに「人財」であり企業の資産です。

そして、スポーツというのは、「公共
の財産」であるといえます。自然を見
て心を癒やされたり元気が出たりする
ように、スポーツも見ている人に感動
や力を与えます。スポーツを支援する
ことは、木を守り育てていくのと同じ
で、CSRの根幹を成すものと考えてい
ます。

2008年に朝原が銅メダルを取った時
も、リーマン・ショックで経済が低迷
し元気がなかった社内が一気に明るく
なりました。東日本大震災後では、な
でしこジャパンが日本に頑張る力を与
えてくれました。スポーツは元気の源

Ⅲ 企業の取り組み 

地域活力創造チーム
—大阪ガス 近畿圏部

トップアスリートを中心とした「地域活力創造チーム」を作り、地域の活性
化に取り組む大阪ガス。そこには、企業とトップアスリートの新しいあり方が
示唆されている。活動の内容や今後の展開について、大阪ガスの稲村栄
一氏らに話を伺った。

朝原 宣治 氏 大阪ガス 近畿圏部
地域活力創造チーム　副課長

1972年生まれ。五輪4大会連続出場。
100mの日本記録を3度更新。2008年の
北京五輪4×100mリレーで銅メダルを獲
得。2008年に現役引退。

 
稲村 栄一 氏
大阪ガス 執行役員 近畿圏部長

NOBY T&F CLUBのホームページ

僕自身、入社した時は競技者であ
ると同時に、一社員として採用しても
らったという意識がありました。競技
以外の能力を持たなければこの会社
ではやっていけないと、現役の時から
競技以外のことに対して積極的に取り
組んできました。
引退後のために、スポーツの新しい
試みを研究しようと、2006年から同
志社大学大学院に行きました。自分
自身がネットワークを持っていること、

社会的に認知されていることを活用
して、社外に活動の幅を広げて、社
会に貢献できることが分かってきまし
た。
アスリートは競技の世界に浸って生
きてきたので、入社してすぐに自分の
能力を活かしていくのは難しく、初め
のうちは指導が必要でしょう。しかし、
慣れてきたら、いろいろな仕事に巻
き込んでいけば、企業人としてどんど
ん伸びていけると思います。

アスリートも一社員として会社に貢献したい
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であり、私はこれを守りたいと考えて
います。

スポーツや文化で
地域を活性化

私が所属する近畿圏部は、従来より
地域開発、いわばまちづくりが主要な
仕事です。インフラ事業が本業の当社
では、まちが元気になることがわれわ
れの利益につながるという発想があり
ます。社外でも活躍できるような人材
を活かすことで、戦略的に企業利益に
つなげていきたいという思いで今年1
月に「地域活力創造チーム」を作りま
した。

このチームには、4人のアスリート
がいます。活動の一つに、一般の人や
将来のアスリートに向けた陸上クラブ

「NOBY T&F CLUB」の運営がありま
す。これは、朝原が2010年に立ち上げ
たものです。小学生から大人までの4 
コースあり、陸上のスキルだけでなく、
ライフスキルなども提供します。例え

ば、NPO法人と組んで農業体験を通し
たトレーニングを行ったりもしていま
す。NOBYの特徴の一つは、社内のア
スリートだけでなく、社外のアスリー
トにもコーチとして参加してもらって
いるところにあります。

また、地域活力創造チームとしては、
スポーツだけではなく、音楽、演劇、
その他芸術の分野でも同じような活動
をしたいと考えています。ネットワー
クを活用し、いろいろなものを組み合

わせれば、一社ではできないこともで
きるようになるのです。今後は、ネット
ワークを活用して、さまざまなアス
リートや団体とのパートナーシップに
より、Win-Win の関係を築いていくこ
とを考えています。

まだまだ発展途上ですが、こうした
取り組みにより、地域の活性化につな
げ、さらに日本を元気にしていきたい
と思っています。

　堺ブレイザーズは、Vプレミアリーグ所属の名門男子バ

レーチームである。その前身は新日本製鐵の実業団チーム

で歴史も古い。しかし、2000 年に実業団チームから、新日

本製鐵の子会社としてクラブチームへ移行し、これまでク

ラブチームの先駆けとして、注目を集めてきた。

　モントリオール五輪のバ

レーボール代表選手であった

小田勝美専務取締役は「実業

団では、トップダウンであっ

という間に廃部になってしま

う。新しい企業スポーツ像を

求めて設立しました」と当時

の設立の趣旨を語る。運営

は一企業が抱える実業団と

は違い、数社のオフィシャ

ル・スポンサーからの広告収

入が主な収益であり、その

他、個人・法人による会費、

グッズ販売などの事業収入がある。支援する企業にとって

も負担は少なく、一社の財政状態に左右されることのない

新しい企業スポーツの仕組みである。

　クラブでは、引退後の生活不安を払拭するために、セカ

ンド・キャリアの教育も行い、さらに行政に対してもス

ポーツ指導員や教員としての受け皿を求めている。

　小田専務取締役は、より経営基盤を強化するためには、

チームが強くなること、そして地域に密着することが重要

な課題であると語った。

新しい企業スポーツ像を求めて
　　堺ブレイザーズ

小田 勝美 氏 
ブレイザーズスポーツクラブ
専務取締役

石井 智 氏 大阪ガス 近畿圏部
地域活力創造チーム マネジャー

大阪ガス野球部で捕手、マネジャーを経
験。同志社大学監督、野球解説者を務め、
現職。2007年博士号（政策科学）取得。

自社のスポーツ資産のみならず、社外の資
産も視野に入れ、それらをうまくつなげること
によって社会を元気にしていきたいという思い
があります。スポーツを通じて、地域に活力を
提供し、信頼関係を結ぶことが重要です。活動
もすべてがボランティア的なものでなく、一部
は有償にするなどして、利益が生まれる仕組み
を考えています。他社や他社のアスリートとも
パートナーシップを結んでいけば、可能性は無
限に広がっていくと思います。

事業としての可能性も
無限に広がっている
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2020年オリンピックを東京で開催する―その意義はどこにある
のか。長年オリンピックを取材してきた宮嶋泰子アナウンサーが、
元アスリートでもある山下泰裕氏と橋本聖子氏に迫った。スポー
ツにとどまらない広い視野での招致の意義が示された。

オリンピックには、国を一つにする力
人々の心身を健康にする力がある

宮嶋：今、オリンピック東京招致への
活動をされていますが、お二人のオリ
ンピックに対する思いをお聞かせくだ
さい。
山下：今の日本には元気がありませ
ん。心の健康に不安を抱えた人も非常
に増えています。活力ある日本を取り
戻す上で、オリンピックには大きな力
があると思います。
橋本：日本は東京、札幌、長野で3 度
オリンピックを経験してきました。こ
のオリンピックを通して、若い人から
人生の大先輩までが心を一つにして日
本を応援するエネルギーは、どんな政
策をもってしても生み出せないほどの
大きな力があると感じます。
山下：東京オリンピックが開催された
1964年、私は小学1年生でしたが、その
時の記憶は今でもはっきりと脳裏に焼
き付いています。中学生のころには文

集に「将来の夢は、オリンピックに出場
し、メインポールに日の丸を掲げて君
が代を歌うこと」と書いていました。
オリンピックは若者に夢を与え、国民
を元気にさせるパワーがあります。
橋本：人々をスポーツに向かわせる力
もありますね。これは「生涯スポーツ」
という点にもつながってきます。現在、
日本の医療費は約36兆6000億円（2010
年度）で、なおかつその額は毎年約1兆
円規模で膨らんでいます。予防医学の
観点からも、スポーツで体を動かす重
要性は高まっています。オリンピック
を通じたスポーツの振興が、ひいては
医療費の抑制にもつながるのではない
でしょうか。
山下：スポーツ担当大臣の国際会議で
は、「生涯スポーツの振興に1ドル投資
することは3.2ドルの医療費削減の効
果につながる」とも紹介されています。
トップアスリートの活躍が、人々の健
康にもつながるわけですね。

スポーツは人生の先行体験
必要な要素がすべて詰まっている

宮嶋：スポーツは身体的な健康だけで
なく、精神力をも養うものだといわれ
ます。スポーツの促進が、心を鍛える
上でどのように役立つとお考えですか。
山下：一つ気がかりなのは、若者のコ
ミュニケーション能力が不足している
ように見えることです。人と関わらず
にできる仕事なんてないのではと思い
ます。自分の思いを相手に伝える、相
手の思いをよく理解する、そして協力
し合う。こうした力はスポーツを通じ
て養うことができます。
橋本：私がスポーツをやってきて一番
良かったと感じられるのは、自分を律
する術を学べたという点かもしれませ
ん。自分に厳しくなければ、体を鍛え
ることも、目標を達成することもでき
ません。さらに、スポーツで大切なの
は技術の向上だけでなく、行動規範を
守ることのできる、人としての品格を

Ⅳ オリンピック招致へ向けて 

2020年オリンピックを東京に！
～日本の新しい成長を世界に示す～
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身に付けることです。これは、特に日
本を代表するトップアスリートには欠
かせません。私は、いくら競技に強く
ても行動規範を守れない選手は代表に
選ぶべきではないと思っています。そ
うして養われる人間力は、アスリート
が競技生活から引退した後も、必要不
可欠になってくるものなのです。
山下：本当にその通りだと思います。
スポーツは、人生の先行体験だといえ
ます。目標に向かって努力する、仲間
と協力する、勝つために思考を巡らせ
る、ルールを守り戦った相手をも尊重
する、フェアプレーの精神を持つ。ス
ポーツにはこれらすべてが詰まってい
るのです。スポーツで得たものは、仕
事の資質というものにもつながってく
るのだと思います。

オリンピック東京開催で
世界に貢献する日本を示す

宮嶋：話を再びオリンピックに戻しま

すが、お話を伺っていると2020年大会
の招致にはメダル獲得以上の、何か遠
大な目標があるように感じます。オリ
ンピック東京開催の意義や目的などを
お聞かせください。
山下：招致にあたって、「日本は金メ
ダルを何個取る」という目先のことば
かりに固執していてはいけないと思う
のです。たとえメダルが取れたとして
も、日本人が見失いかけた心を取り戻
し、力強い活力ある日本にしなければ
意味がありません。オリンピックはそ
のきっかけとするべきです。
橋本：1964年に開催された東京大会は、
高度経済成長期のまっただ中の大会で、
さらなる成長の起爆剤になりました。
そして日本は経済成長、技術立国の道
をひた進み、発展を遂げました。しか
し、今の日本は、震災による原発事故
により、これまでのエネルギー政策や
環境に対して、もう一度原点に戻って
考えなければなりません。2020年のオリ
ンピックは、そうした日本の経験や環
境技術などを世界に示していけるもの
にすべきです。
山下：3.11は私たちの生き方や価値観
を考え直すものになりました。便利で
快適で物質的な豊かさがあっても、内
面的な豊かさがなければ駄目なので
す。今、勢いのある国も、いずれはこ
うした課題を抱えるでしょう。今回の

震災で、たくさんの国が日本のために
支援をしてくれました。これに日本は
応えなければなりません。私は、地球
に人類が存続していくために、世界が
平和であるために、日本が世界に果た
していける役割があると思うのです。
橋本：日本は今、「謙虚なリーダーシッ
プ」を発揮するべき時に来ていると考え
ています。世界の先頭を走ってきた日
本が、高度成長期とは違う、成熟社会
の新しい成長のあり方について、世界
を引っ張っていくことをアピールする
べきと思うのです。こうしたメッセー
ジを発信することができなければ、日
本にオリンピックを招致する本当の意
味がないのではと考えています。
山下：今、日本から海外に出ていく学
生が激減しているようです。中国をは
じめとした成長国で若い人がどんどん
海外に出ているのとは対照的です。今
回の震災のボランティア活動を見ても
日本人は素晴らしい力を持っていま
す。オリンピック東京招致をきっかけ
に世界にもっと目を向け、世界におけ
る日本の役割をあらためて考えてほし
いと思っています。
宮嶋：オリンピックで日本が元気をも
らうのと同時に、日本の新しい成長を
世界に示し、積極的に日本が世界に貢
献していく姿勢が必要ということです
ね。本日はありがとうございました。

山下 泰裕 氏
1957 年生まれ。ロサンゼルス五輪、柔道無差別級で金メダルを獲得。
84 年に国民栄誉賞を受賞。東海大学理事・副学長、全日本柔道連盟理事、
神奈川県体育協会会長。

橋本 聖子 氏
1964 年生まれ。夏季・冬季合わせて７回のオリンピック出場。アルベールビ
ル五輪 スピードスケート 1500m で銅メダル獲得。95 年より参議院議員、日
本スケート連盟会長。

宮嶋 泰子 氏
1955 年生まれ。テレビ朝日アナウンサー。アスリート取材を手掛けるスポー
ツ・ディレクター、また女性スポーツ実況アナウンサーとしても活躍。オリンピッ
クでの取材は 1980 年のモスクワ五輪から 15 回を数える。


